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(目標１)
　Ｎ2Ｏ由来の温室効果ガス削減効果

　削減率５０％以上（第一世代型焼却炉に対して）

(目標２)
　電力由来の温室効果ガス削減効果
　削減率４０％以上（第一世代型焼却炉に対して）

(目標３)
　燃料由来の温室効果ガス削減効果
　削減率１０％以上（第一世代型焼却炉に対して）

目的・特徴

（目的）
　浅川水再生センターに導入されたターボ型流動焼却炉について、当初の研究目標が達
成できることを確認する。
（特徴）
　・流動焼却炉から排出される燃焼排ガスを有効利用し、過給機（ターボチャー
ジャー）を駆動させ、圧縮空気を生成
　・圧縮空気を燃焼空気として炉に供給し、従来よりも高い温度領域で燃焼し、一酸化
二窒素（Ｎ2Ｏ）の分解を促進
　・圧力下により排ガスのボリュームが減少し、炉本体から集塵機までがコンパクトに
なり、放熱量が減少し、補助燃料使用量の削減が可能
　・圧縮空気を利用することで、従来型流動焼却炉で必要な流動ブロア、誘引ファンが
不要となり、大幅な使用電力の削減が可能

　本技術は、上記の目標をすべて達成した。

なお、事後評価の確認結果より、第2.1世代型焼却炉の基準を達成していることも
併せて確認した。

当初研究時目標
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